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を考える.ここで e (a)は,対称a一安定過程から生成されるディリクレ形式,V,W は台がコンパクトな
非負の有界連続関数で劣臨界的 ;Av,0(o)>1, A.,W(0)>1,とする.Simon(1980)はd>_3,a-2のとき,






は横断確率が 凧aJで減衰 していく.ブラウン運動が拡散型であるのに対 し安定過程は跳躍型である.ブ
ラウン運動はVの台からW (･+R)の台へ横断する際必ずその間を通るが,安定過程の場合はVの台か
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らW(･+R)の台へ直接飛躍し得る.そのためSimonが採った方法のように道を分割することは適さない.
そこで,Vの台からW(･+R)の台を経由して,再びVの台へ戻ってくるループの回数に応じて道の空間
を分割した.これにより,ファンインマンーカッツ汎関数の積分値は等比級数で上から評価され,可積分
性が示される.
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論文審査の結果の要旨
本学位論文では2つのテーマに関する以下の結果を示しているo
1.ファインマン･カッツ汎関数により重み付けられた対称安定過程に対 して､加法汎関数の大偏差原理
を示し､ピンニング現象が起こるための必要十分条件を与えた｡
2.コンパクトな台をもっ関数をポテンシャルとしてもつ劣臨界的な2つのシュレディンガ-型作用素は､
ポテンシャルの台の間隔を十分大きくとると劣臨界的になることを示した｡
ポリマーとは単量体と呼ばれる微粒子の系である｡ポリマーを形成する各単量体の配置を確率過程によっ
て定める.最も簡単な例は､単量体の配置を原点出発の単純対称ランダムウォークの軌跡から定めたもの
である.軌跡となる各格子点上にn+1個の単量体を 1つずつ配置したものを長さnのポリマーと呼ぶ｡
ポリマーに外力を加えたとき (物理的には､温度を低くしたとき)､ポリマーが局在する現象をピンニン
グと呼ぶ｡本論文では､その現象が起こることを､加法汎関数の大偏差原理を証明することで､定量的に
調べることに成功した｡すなわち､大偏差原理におけるレート関数の零点の位置で､ピンニングの生起が
決まることを示した｡この視点は従来の結果にはなかったもので､西森君の結果はポリマーのピンニング
現象に新たな知見を与えるものである｡数学的には､ファイマン･カッツ汎関数重み付きのマルコフ過程
の加法汎関数に対する大偏差原理を与えた点が重要である｡その大偏差原理の証明には､ゲルトナー･エ
リスの定理を用いる｡そのためには､対数モーメント母関数の存在とその微分可能性を示す必要がある｡
重みを付けたため､従来知られていた竹田･土田の結果を修正する必要が生じる｡特に､微分可能性に関
しては正値調和関数の構成が必要になるが､スペクトル関数の形状が変わるため､構成方法に工夫が必要
になる｡
基礎になるマルコフ過程については､Cranston-Molchanovではブラウン運動を扱っていたが､西森君は
ジャンプを許す指数αの対称安定過程を扱った｡指数2の対称安定過程はブラウン運動であり､西森君の
結果は従来の拡張になっている｡指数αを持っ対称安定過程に拡張したため､次元のみではなく指数αと
の関係で､ピンニングが起こる臨界的な値を求めることができる｡その臨界値が正の値を持っ場合に､ピ
ンこング現象が起こることが示せる｡ブラウン運動の場合のCranston-Molchanovの結果と違って､指数α
の値によっては､1次元､2次元の場合にも相転移が起こる可能性があることを示 した点は興味深い｡特
に､1次元の場合､局所時間を用いた具体的なモデルに対してレート関数を求め､臨界値を正確に求める
ことができた｡
シュレディンガ-作用素は､正のグリーン関数を持つとき､劣臨界的であると呼ばれる｡第二のテーマ
においては､コンパクトな台をもつ関数をポテンシャルとする2つのシュレディンガ-作用素がそれぞれ
劣臨界的であるとしたとき､2つのポテンシャルの和をポテンシャルに持つシュレディンガ-作用素も台
の距離を十分離せば劣臨界的になることを示した｡基本的にはB.Simonの結果を主要部が分数幕ラプラ
シアンの場合に拡張したものであるが､対称安定過程の強マルコフ性がその証明に本質的であることを指
摘した点は重要である｡証明において､劣臨界性とファイマン･カッツ汎関数の可積分性の同値性に関す
る最近の結果が用いられており､その興味深い応用例を与えている｡
以上のように､自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡し
たがって､西森康人提出の博士論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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